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三重大学では、全ての学部において、修学達
成度可視化システムを導入している。これは入
学者が、大学に入学してから今までの学びを振
り返ってみて、授業でどれくらいの力が身に付
いたのか、大学でどのくらい学習をがんばった
のかを自身で実感できるシステムだ。授業で自
身が身に付いたと思った力の蓄積した数がグラ
フと表になって表される。これにより、自分の
長所、足りないところ、伸ばしたいところなど
の自身のプロフィールを知ることができるほか、
伸ばしたい力を意識して次の学期に履修する授
業を決定することもできる。そして就職活動時
などには、企業などに対して自身の学修成果を
提示することができる。これにより成績証明書
以外でも、企業などに自身をPRすることができる。

三重大学では、大学独自の支援事業「学生海
外チャレンジ応援事業」として、世界に飛び出し、
学業の達成やキャリア形成のための活動にチャ
レンジする皆さんの思いを応援する。
　この事業は、2022年から始まり、10日以上
の海外滞在で実現したいオリジナルの留学計画
に基づいて最大50万円が給付される。2024年
度は、20～40件が採択見込みだ。採択者は、
帰国後の成果発表会で報告を行う。昨年度参
加した学生たちは、チャレンジの成果を堂々
と発表し、海外での経験を通して一回りも二
回りも成長したことが伺えた。確固たる目的
を持った海外での学びは、学生たちにとって
より有意義なものとなり、将来の糧となるは
ずだ。

　三重大学は、1キャンパスに5学部7学科・
課程を置く総合大学。人文学部、教育学部、医
学部、工学部、生物資源学部を設置し、広大な
キャンパス内には6つの大学院研究科のほか、
学生の学びをサポートする施設が充実している。
　学部教育では、総合大学の利点を生かした「共
通教育」を実施。このカリキュラムは全学部生
が受講し、社会人として身に付けておくべき基
礎的な能力を養う「大学基礎科目」、幅広い教
養と豊かな人間性を涵養する「教養基礎科目（副
専攻科目）」、学部専門教育を受講するために必
要な基礎を学ぶ「専攻基礎科目」の3つから構
成されている。学部・学科の授業と「共通教育」
を通して、社会のグローバル化に対応できる総
合的な判断力と、自律的・能動的な学修力を備
えた人材の育成をめざしている。

　三重大学は、世界とつながる地域共創活動に
取り組み、未来を拓く教育研究拠点として世界
が注目する地域共創大学をめざしている。教育
面においては、従来から重点を置いてきた「感
じる力」「考える力」「コミュニケーション力」
に「行動する力」を加えた、総合的な「生きる力」
を修得することによって、地域や世界の諸課題
を発見・解決できる人材の育成に努めている。
さらに、環境・SDGsや防災・減災に関するリ
テラシーをはじめ、AIの活用や数理データサイ
エンスなど、文理横断的に活動し続ける人材を、
行政や企業、地域の人々の協力を得ながら育成
している。研究では、世界と肩を並べるナンバー
ワン研究、地域に根差したオンリーワン研究を
中心に、カーボンニュートラルへの転換を図る
など、地域イノベーションにつながる研究を展
開し、それらの成果を社会実装することで、地
域共創、新しい地域づくりを先導する役割を
担っている。

地域を見つめ、
三重から世界へ
地域社会を発展させる原動力として、新しい地域づくりを先導する役割を担う三重大学。地
域に根差し、世界に誇れる教育・研究に取り組み、人と自然の調和・共生の中で切磋琢磨す
ることを理念としている。

大学での自身の学びを可視化

三重の力を世界へ、世界から三重
へ、未来を拓く地域共創大学

世界を舞台にした探究心を応援す
る学生海外チャレンジ応援事業

グローバル社会で自ら
学び続ける人材を育成

修学達成度可視化システムの一例


